
毎年の事ですが不安定な天気が続く4月、　　　　　　　　多い作業ですが、濱田ファームは農薬 　種まきをしたら今度は、写真中央のように、

今年も暖かい日があったかと思えば、　　　　　　　  使用をできるだけ控えたいと、手間の 　ビニールハウスの中に並べて管理します。

雪が降る寒い日もありました(*_*;　　　　　　　かかる熱湯での消毒をしています★ 　田植えに合わせて緑色の苗に成長するよう、

そんな中、1年で１番忙しいと言っても　　　　　　　　次に苗箱と呼ばれる長方形の箱に種を 　毎日の温度と水管理の日々が、今まさに続い

過言ではない4月は、タイトル通り育苗　　　　　　　　まきます。と一文で終わる種まき作業 　ていますよ～！

とトラクター作業に追われた月でした!　　　　　　　　は実は、春の農作業の一大イベント！ 　一方田んぼではトラクター作業！土を耕す耕

育苗（いくびょう）とは、田植えの時に　　　　　　　　一般の方には想像できないようなかな 　起、土と水を混ぜる荒くり、そして田植えが

植える苗を育てる作業の事。苗半作と言　　　　　　　　り大がかりな作業で、資材も場所も人 　できるように整える代かきと、何度も田んぼ

われるくらい、苗作りは時間と神経を使　　　　　　　　手もいっぱい必要！ここで書ききれな 　　　　に入って田植えの準備をしていきます。

う重要な作業なんです！ 　　　　　　　　いので詳細はブログを見て下さいね。 　　　　　　月の後半からは田んぼでのトラクタ　　　トラクター作業は、朝5時前

４月に入るとすぐ 　　　　　　 　 から夕方は7時まで

まずは、 　　　　　朝から晩ま

写真左、 　　　　　で必死にな

稲の種 　　　　ってやってい

を熱湯 　　　　ます！5月8日

で消毒 　　　からの予定の田

します。 　　　植えに間に合う

農薬を使用 　　 よう、奮闘中！

する農家も 　　ガンバリマス！！

毎年4月初めに、地域の皆さんと一緒に用水の掃除をする「えざら 　米農家にとっては当たり前の存在である種籾（稲の種）で

い」作業は、冬の間にたまったゴミや泥を取り除き、春からの農 　すが、もしかしたら一般の方は稲の種をきちんと理解して

作業に備える大事な仕事です。ちょっと大変な作業ですが、田ん 　いる方が少ないかもしれません。そういう私が実は、稲の

ぼの生き物をゆっくり観察するチャンスでもあるんです♪トンボ 　種っていったい何？と思うよりもまず、そういう事に考え

の幼虫のヤゴ、オケラ、カエル、 　が及びさえもしていませんでした！

写真のドジョウやカワニナ（ホタ 　稲の種とは、秋の田んぼでたわわに実っている稲穂につい

ルの幼虫のエサになる貝）など。 　ている籾（もみ）そのものです！籾から殻（から＝外側の

生き物豊かな田んぼだからこそ 　硬い表皮）を取り除くと茶色い米

天然記念物のトキが生息したり 　＝玄米になりますが、玄米も実は

ホタルが飛び交うんでしょうね。 　生きているお米で種になります！

田んぼの生き物を観察すると、 　1粒1粒が種であり、種をまくと芽

改めて自然の恵みを実感します！ 　が出て、成長して苗となり、田ん

　ぼに田植えされて、そして秋にな

　るとまた、たわわに実ります。

　1粒の籾から、約1500粒のお米が

お休みは日曜日と祝日、平日は不定休です。6・7月は不定休が 　できるんだそうです！生命の神秘

多くなる予定です！よろしくお願い致します<(_ _)> 　ですね～★今年も豊作になります

　ように(^^♪
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田んぼの生き物たち 

直売業務のお休み日 

稲の種ってな～に?! 

育苗!育苗!!育苗!!!  と、トラクター作業に大忙しの4月 


